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米国多施設共同研究ネットワーク(SPAN)を用いた
脳梗塞に対する脳保護薬の探索

～preclinicalとclinicalの壁を突破するには？～

（来聴歓迎・事前登録不要）
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医学専攻・博士課程専攻共通Up-to-dateセミナーおよび医学類選択科目・医学
研究特設プログラム・最新医学研究、ＭＲＴプログラムセミナーに認定します。

脳梗塞は重篤な後遺症を残すことから、効果的な治療法の開発が望ま
れている。2019年に米国でStroke Preclinical Assessment Network
(SPAN) が設立され、より臨床試験に近い条件での脳梗塞治療法の検
証が行われている。2020年から2022年にかけてのSPAN1では6つの
治療アプローチの効果検証が行われた。本セミナーでは、脳梗塞の治
療の現状と課題、前臨床試験で用いられる脳梗塞病態モデル (中大脳動
脈閉塞モデル) 、そしてSPANを介した治療薬開発について紹介したい。
さらに、我々が注目するRhoキナーゼ阻害薬FasudilのSPANにおける
解析結果についても紹介したい。


